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１１１１．．．．目的目的目的目的        

 突起付き T 形鋼を主桁に用い，床版部に高性能軽量

コンクリートを用いた鋼・コンクリート合成床版橋は,

他の橋梁形式と比較して構造高を低く抑えることが可

能であり,また,自重を小さく抑えられるため，立体交

差高架橋の長支間化等のニーズに対応できるものとし

て期待されている．しかし，高性能軽量コンクリート

を用いた合成床版の疲労耐久性については明確になっ

ていない．そこで，図-1 に示すような床版をモデル化

した試験体を製作して定点疲労載荷試験を実施し，そ

の疲労耐久性について検証した． 

２２２２．．．．試験体試験体試験体試験体およびおよびおよびおよび試験方法試験方法試験方法試験方法        

 試験体は，支間中央部を想定した 2 主桁と床版部コ

ンクリートから合成床版の支間中央部分をモデル化し，

試験体中央へ T荷重（500mm×200mm）を載荷した時に，

床版の応力状態が最も大きくなる位置を FEM 解析によ

り求め，試験体の長手方向に発生するたわみ角が実橋

と同じとなるように試験体諸元を決定した．試験体形

状を図-2 に示す．また，試験体は，使用するコンクリ

ートの種類により，普通コンクリートと高性能軽量コ

ンクリートの 2 体とした．それぞれのコンクリートの

配合を表-1に示す． 

 上載荷重は 139kN とした．これは T 荷重に支間長と

床版厚さを考慮した衝撃係数を乗じたものである．こ

の荷重が作用した時の疲労押し抜き耐力を角田らの提

案式 1）を用いて算出し，土木学会の疲労強度を求める

式から疲労寿命を計算すると 103.6 億回となる．しか

し，載荷の時間的制約からこれに相当する載荷パター

ンを設定することとした．まず，139kN で 200 万回載荷

することとし，その後の荷重および繰り返し載荷回数

を，角田らの式が疲労押し抜きせん断強度においても

マイナー則が成立するとして求めた．すなわち，139kN

で200万回載荷後，290kNで33.5万回載荷することで，

疲労寿命に相当する繰り返し載荷を模擬することとし

た． 
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表-1 コンクリートの配合 

図-2 試験体形状 
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図-1 対象とする合成床版橋の構造 
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３３３３．．．．試験結果試験結果試験結果試験結果    

    試験結果を以下に示す．図-4 および図-5 に示す計算

値とは，床版を幅 460mm の梁として全断面有効として算

出した値である．    

(1)(1)(1)(1)コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートのののの物性物性物性物性        

 コンクリートの材料試験結果を表-2に示す． 

(2(2(2(2))))床版床版床版床版のののの損傷状況損傷状況損傷状況損傷状況およびおよびおよびおよびたわみたわみたわみたわみ        

 試験体のひび割れ発生状況を図-3に示す．いずれの試

験体も，載荷点直下の床版下面にて，橋軸直角方向にひ

び割れが 1本発生し，その長さは高性能軽量コンクリー
トの方が相対的に長い結果となった．しかしいずれの試

験体についても，疲労寿命に相当する繰り返し荷重を作

用させても押し抜きせん断破壊（放射状のひび割れ）は

生じなかった． 

 繰り返し回数と載荷点直下のたわみの関係を図-4 に

示す．普通コンクリート試験体，高性能軽量コンクリー

ト試験体ともに，繰り返し回数の増大に伴ってたわみは

若干の上昇傾向を示したが，大幅なたわみの増加は見ら

れなかった．普通コンクリートと軽量コンクリートのた

わみに差が見られたが，それぞれの材料のヤング係数の

比と概ね一致していたことから，これが要因であると考

えられる． 
(3)(3)(3)(3)床版下側鉄筋床版下側鉄筋床版下側鉄筋床版下側鉄筋のひずみのひずみのひずみのひずみ    

 繰り返し回数と載荷点直下の主鉄筋のひずみの関係

を図-5に示す．全載荷を通じて，大幅なひずみ増加は見

られなかった．また，ひずみ値は普通コンクリートの試

験体よりも高性能軽量コンクリートの試験体の方が大

きくなった．これは前述したそれぞれのコンクリートの

ヤング係数の違いが要因であると考えられる． 

４４４４．．．．ままままとめとめとめとめ    

 突起付き T形鋼を主桁に用い，床版部に高性能軽量コ

ンクリートを用いた鋼・コンクリート合成床版をモデル

とした試験体に対し，定点疲労載荷試験を行った．その

結果，角田らの式を用いて設定した疲労寿命に相当する

繰り返し荷重を作用させた場合においても床版は疲労

破壊せず，普通コンクリートを用いた試験体と同等の疲

労耐久性を有することが確認された． 
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図-3 試験体ひび割れ状況 

図-4 試験体のたわみ 

表-2 コンクリートの物性 
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普通コンクリートの計算値 34μ
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図-5 試験体のたわみ 
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